


日 本 防 災 通 信 協 会 の 任 務 と 課 題 
犯罪被害に遭わないための自己防衛について 

(公財)日本防災通信協会 

山形県支部長 四釜 明 
 
１ （公財）日本防災通信協会等について 

(1) （公財）日本防災通信協会の活動 

(2) 「110番非常通報装置」について 

(3) 「110番非常通報装置」の社会的弱者施設設置状況 

令和６年 10月末現在 
全国設置数

（大阪府を除く）
全国平均

（大阪府を除く）
うち人口150万人
以下の23県平均

山形県設置数

1,904 41.4 36.7 6

214 4.7 3.2 1

1,274 27.7 19.4 4

女性・少年保護更生施設

 保育所・学校等

社会福祉施設・病院  
※ 「社会福祉施設・病院」の設置数は、全国最下位 
「保育所・学校等」の設置数は、下から２番目 

 
２ 犯罪被害に遭わないための自己防衛について 

(1)  全国の刑法犯認知件数・検挙人員・検挙率の推移 

 
※ 刑法犯認知件数は、平成14年に285万4,061件に達し、以降、減少傾向が続い
ていたが、令和４年に増加に転じ、以後、増加傾向 
※ 山形県では、同年の1万4,331件がピーク 
※ 令和５年の刑法犯認知件数 70万3,351件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(2)  特殊詐欺等の被害発生状況推移 
 

 

 
 



 

 
 
※  山形県における特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害状況 

別添資料参照 
※  自宅に多額の現金を置いておく（タンス預金）と、闇バイトの連中が押しかけ

命を狙われることに 
 
 
 

(3) 山形県内における住宅侵入窃盗無施錠率 ～ 住宅・自動車の施錠 
 
住宅侵入窃盗無施錠率

認知件数 無施錠線数 無施錠率 全国平均 山形県順位

令和元年 120 93 77.5% 56.7% 10

令和２年 82 72 87.8% 60.0% 4

令和３年 90 67 74.4% 60.8% 7

令和４年 76 60 78.9% 58.0% 2

令和５年 46 30 65.2% 53.9% 4  
 
※  山形県では、ガラス破りやピッキングなどよりも、無施錠箇所から泥棒に入る

ことが手っ取り早く、リスクも少ないということ 
※  侵入窃盗は、家人に発見された際に、凶悪事件に発展することも 

 
 

(4) 割れ窓理論について ～ 別添資料参照 
 

 
 
※  犯罪を減少させるためには、悪の芽を摘むよりも発生させない環境作りが重要 

 

 

(5)  特殊詐欺被害防止対策 ～ 固定電話による被害防止 

○ 究極の被害防止対策 
○ 電話機による被害防止 
○ ナンバーディスプレイ・ナンバーリクエストの高齢者無償化の利用 
○ 「やまがた 110ネットワーク」・「事業者版やまがた１１０ネットワーク」の

登録と活用を 

 

３ カスハラ対策 

 




